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調
逸
最
近
の
乳
児
死
亡
率

文

規

同

j奇

最
近
、
調
塩
帝
闘
統
計
局
自
由
版
に
か
ミ
る
巧

E
円円
M
M
5
5白

山

E
F
M
W
C
r
G巳
H
H
官
む
が
到
脅
し
た
。
共
目
中
白
岡
崎
目
指
ヨ
ロ
岡
山

i

E
3
唱
ω
百
円
広
-nrrm園内

M
E
ロ
E
z
n
r
o口
出

2
n
F
h
E
骨ロ

yrz

召
-
M
E国内山

H
U
a
F
E
H
u
a
=

を
私
は
興
味
深
〈
積
ん
だ
か
ら
其
。

概
彊
を
左
に
紹
介
す
る
。

千
九
百
二
十
三
年
に
於
け
る
、
組
判
逸
帝
国
の
一
歳
未

満
の
所
謂
乳
児
死
口
数
は
一
七

O
、
四
四
一
で
あ
っ
て
、

生
産
百
に
付
き
二
ニ
・
二
に
営
っ
て
ゐ
る
。
千
九
百
二

十
二
年
の
一
三
・

O
に
綾
ぺ
て
一
三
・
二
は
僅
か
許
b
の

弁
騰
で
あ
る
が
、
し
か
仁
乍
ら
、
千
九
百
二
十
一
年
の

二
二
・
四
よ
ら
は
減
少
し
て
ゐ
る
し
、
出
同
ほ
叉
千
九
百

十
三
年
の
こ
1
・
一
に
比
較
す
ち
時
は
激
減
の
勢
を
示

し
て
ゐ
る
も
の
ご
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

千
九
百

第
十
九
巷

(
第
平
競

一
五
五
)

七
λ
丸



雑

銀

濁
也
故
主
白
乳
児
死
亡
串

十
三
年
及
び
千
九
百
十
九
年
乃
至
千
九
百
二
十
三
年
の

出
産
百
に
謝
す
る
乳
児
死
己
数
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。

箆
-
衰

乳

児

死

亡

数

出
産
百
二
割
ス
ル
死
亡
駐

t~ 

亜I

年

ち記

鋪
謹
一
帝
闘

凹

十

六

大

都

市

一
=
了
八
六

ご
一
・

0
一ニ

一
=
了
一
五

一
ニ
・
一
八

一
二
・
八
一
ニ

一
三
・

0
一

四

l
六

大

柿

市

一0
0
・0

八
六
・
入

九
四
・
九

λ
七
・
九

九
二
・
六

九
一
ニ
・
九

戦
後
に
於

τ乳
児
の
死
己
率
が
減
少
し
っ
、
あ
る
の

は
、
猫
逸
帝
国
に
於
り
る
一
般
の
保
健
航
強
が
良
好
で

あ
る
た
め
で
は
な
ぐ
し

τ、
寧
乃
乳
児
保
護
の
問
題
が

入
釜
L
〈
唱
導
せ
ら
れ
た
結
果
に
も
よ
る
で
あ
ら
う

が
、
中
に
就
い
て
も
、
出
産
数
の
激
減
の
結
果
に
よ
る

も
の
で
あ
る
ご
言
ひ
得

ιれ
る
。
大
都
市
に
於
け
る
千

九
百
二
十
一
年
乃
至
千
九
百
二
十
三
年
の
乳
児
死
己
卒

は
、
濁
逸
帝
国
会
館
仁
於
て
見
ら
れ
る
が
如
語
、
大
な

る
減
少
卒
は
現
は
れ
て
ゐ
な

ν。
戦
前
に
は
常
仁
会
園

濁
塩
帝
嗣

一
九
一
三

一
丸
一
丸

一
九
二

0

7
圭
二

一
九
二
ニ

一
丸
二
三

一
五
・
一

o

一
四
・
王
。

一一一一・一一

一
一
子
三
八

一
三
・

0
0

一
三
・
二
心

一0
0
・0

丸
六
・

o

λ
六
・
凡

八
八
・
六

八
六
・
一

八
七
・
凹

第
十
九
巻

一
宜
六
)

七
九
O

(
第
五
腕

の
平
均
以
下
に
あ
っ
た
大
都
市
の
乳
児
死
己
率
は
、
(
出

産
率
も
同
慌
に
低
い
の
で
あ
っ
た
が
)
多
少
づ
、
減
少

す
る
傾
向
を
取
り
つ
、
ゐ
っ
た
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に

出
産
百
に
謝
す
る
大
都
市
仁
於
け
る
乳
児
死
巴
数
は
常

仁
会
闘
牟
均
の
筑
児
死
巴
数
よ
ち
も
、
凡
そ
一
・
四
位

は
低
F
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
に
於
け
る
会
闘
の
乳
児

死
己
数
が
、
戦
前
の
一

O
Oに
封
し
て
、
九
三
に
減
少

し
て
来
た
の
を
見
て
、
非
常
に
好
ま
し
い
I

現
象
で
あ
る

が
如
〈
考
へ
る
人
も
あ
る
だ
ら
う
が
、
ぞ
れ
は
健
康
扶

態
が
改
善
せ
ら
れ
た
の
に
原
因
し
て
ゐ
る
の
で
は
な

く
、
主
ご
し
て
出
産
峯
減
少
に
件
ふ
乳
児
死
巴
率
の
減

少
に
依
る
も
の
で
ゐ
る
事
を
設
目
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
o

出
産
率
が
減
少
す
れ
ば
、
そ
れ
に
件
っ
て
乳
児
死

己
卒
は
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
、
乳
児
死

む
率
が
減
少
す
れ
ば
、
一
般
死
む
率
も
減
少
す
る
も
の

で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
特
殊
な
る
関
係
に
よ
っ
て
芯
き

起
き
れ
忙
乳
児
死
己
率
の
減
少
が
、
噛
脳
死
巳
率
に
及
ぼ

す
影
響
は
総
死
巴
卒
仁
、
乳
児
死
口
敏
を
除
外
し
た
特

殊
死
己
率
を
掛
照
せ

L
む
る
な
ら
ば
明
広
か
に
之
を
看

取
す
る
事
が
出
来
る
。
千
九
百
十
三
年
の
総
死
己
数
一



0
0に
謝
し
て
千
九
百
二
十
三
年
の
纏
死
己
数
は
九
二

・
七
で
ゐ
る
が
二
歳
以
上
の
死
己
数
に
就
い

τ見
る
時

は
、
千
九
百
十
三
年
り
一

O
Oに
劃
し
て
、
千
九
百
二

十
三
年
は
一

0
7三
を
示
し
‘
戟
前
よ
り
約
一
・
三
の

増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
で
見
る
時
は
、
園
民
会
健
の

保
健
紋
況
は
決

L
C
良
好
な
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て

戦
前
に
比
し

τ戦
後
の
死
己
率
は
増
加
し
て
ゐ
る
も
の

吉
見
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
偶

1
戦
後
に
於
け
る
乳
児

死
己
率
一
炉
戦
前
よ
り
減
少
し
っ
、
ゐ
る
の
は
、
会
〈
出

産
率
の
減
少
に
基
因
し

τゐ
る
も
の
で
あ
る
。
次
の
第

二
表
は
千
九
百
十
三
年
及
び
千
九
百
十
九
年
乃
至
千
九

百
二
十
三
年
に
於
け
る
人
口
千
に
費
す
る
総
死
む
数
並

に
一
歳
以
上
の
者
の
死
巳
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
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一
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一
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E調書
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o
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0
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o

丸
ニ
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七

調
議
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近
D
筑
見
死
亡
串

生
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月
敏
に
よ
る
性
別
乳
児
死
亡
敏

一
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九
一
百
一
坦
=
一
九
一
三
一
一
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一
吾
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一
世
一
一
一
三
一

O
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一
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一
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党
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口
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一一一一一

A
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A
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A
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回
主
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A
-
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A
Z
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三
四
八
回
・
五

A
G
-
-
A
也
会
一
七
八
・
口
一
会
・
晶
夫
会
企
λ

主
主

凹

l
五
会
主
完
・
品
会
主
主
・
一
一
金
主
主
・
一
会
主
曲
目
・
八

五
ー
ハ
空
・
也
八
四
λ

宅
・
一
一
主
ム
一
凡
手
口
合
・
一

A
Z

・=主一・ニ

ムハ
l
七
交
・
口

A

一
一
・
国
会
主
主
・
口
一
空
・
亘
完
・
向
者
・
品
主
λ

七
八
九
九
λ

完・晶

A

己
・
品
主
・
三
宅
・
向
者
・
島
支
・
口
七
回
・
正

一八
l
九
一
三
・
固
ま
7
0

主
・
口
主
-z
一夫一

E

屯
宗
主
主
・
口
主
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口

l

一
九
一
口
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八
・
七
八
-
三
指
・
回
実
・
士
会
・
且
主
主
主
ハ
A

・z
き・口

}
O
C
・0
↑

一
一一口
l
一
一
-
口
千
八
角
・
月
君
主
主
・
同
二

2
A
宅
・
古
交
λ

交
λ

一
O
丸

・

九

一

一

一
二
三
一
一
千
円
一
八
回
・
一
宅
主
主
・
口
一
一
一
一
・
五

A
子
口
六
五
λ

交・昔

-
O
七

・

二

一

一

-
O

三
占
禁
Z
A
A
-
-
A
A
・A

金
・
一
室
主
企
・
口

A
A
・一

A

子
A

九
七
・
二

備
考
上
段
は
男
見
、
下
段
は
女
見

一O
T
7
九

一
C

一・=一

一
説
以
上

の
死
「
」
率

一
・
九
七

一
三
二
五

ご
了
八
三

一
一
・
六
回

一
一
了
岡
田

一一一・一一一

f~ 

失
に
筑
児
死
己
率
を
生
存
の
月
数
に
別
も
て
観
察
す

る
。
千
九
百
十
三
年
の
各
月
数
に
於
け
る
乳
児
死
己
数

を
百
ご
す
れ
ば
、
千
九
百
十
九
年
乃
至
千
九
百
二
十
二

年
に
於
げ
る
各
月
数
仁
於
け
る
乳
児
死
広
敷
は
第
三
表

の
如
き
結
果
を
示
す
。

第
三
表右

の
表
に
就
て
見
る
時
は
、
出
産
数

ω激
減
し

τゐ

第
十
九
巻

(
第
五
擁

七九

一五
E
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雑

濁
誕
最
近
白
乳
見
死
亡
時
半

録

る
仁
拘
ら
す
、
千
九
百
二
十
二
年
を
除
〈
外
は
、
男
女

共
に
、
生
存
一
ヶ
月
以
内
の
乳
児
死
む
卒
は
戦
前
の
千

九
百
十
三
年
の
乳
児
死
己
卒
よ
り
高
い
の
で
あ
る
。
併

は
千
九
百
十
九
年
に
於
け
る
乳
児
死
巴
率
は
男
児
の
入

グ
月
乃
至
十
ニ
ヶ
月
、
及
び
女
児
の
十
ヶ
月
乃
至
十
二

ヶ
月
は
千
九
百
十
三
年
の
そ
れ
等
よ
り
も
高
い
の
で
あ

る
が
、
共
の
他
に
あ
っ
て
は
何
れ
の
生
存
月
数
に
於

τ

も
最
近
の
乳
児
死
己
数
は
男
女
共
に
戦
前
の
乳
児
死
己

教
に
比
較
し
て
低
位
に
在
る
の
で
あ
る
o

女
児
に
較
ぺ

て
男
児
の
出
生
数
は
優
勢
で
ゐ
る
事
正
一
年
末
漏
の
男

児
の
死
己
数
が
多
数
で
あ
る
さ
の
関
係
か
ら
、
一
ヶ
年

聞
を
遁

ιτ
の
男
児
の
死
む
率
は
、
女
児
の
死
己
率
よ

り
は
高
い
の
で
あ
る
。
千
九
百
十
三
年
ご
比
較
す
れ
ば

一
ヶ
年
聞
を
通
じ
て
の
最
近
に
於
り
る
乳
児
死
巳
率
の

減
少
は
男
児
に
於
て
よ
り
も
女
児
に
於
て
、
別

L
て
六

ヶ
月
以
後
に
一
屠
甚
し
い
の
で
め
る
。
新
〈
の
如
き
六

ヶ
月
以
後
に
於
け
る
、
戦
守
に
基
イ
乳
児
死
乙
率
の
昇

騰
は
千
九
百
十
九
年
に
至
る
ま
で
顕
著
で
あ
っ
て
(
こ

の
貼
に
闘
し

t
は
同
誌
千
九
百
二
十
一
年
の
第
二
鏡
、

九
十
入
頁
に
於
て
論
讃
苫
れ
て
ゐ
る
)
そ
れ
は
叉
女
児

るに
。於

て
よ
り
も

男重
見掠

於'If~

てら」

特

甚
L 
L、

の

で

あ

第
十
九
巻

じ
ゴL


